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    取材協力

    猿橋具和

    「ちきゅう」OSI（船上代表）

    地球深部探査センター(CDEX)

    運用室 掘削管理グループ サブリーダー

  


  掘削は常に大きな危険がともなう苦労の多い作業だ。その危険な掘削作業を無事終了させるために、ちきゅうの運航を根幹から支えるのがOSI（船上代表）の仕事だ。船上代表を務める猿橋具和さんに、その役割や苦労についてうかがった。

  （2012年3月 掲載）


  安全に掘削作業を進めるために


  　船上代表の最大の役割は、掘削に関わるすべての人の意見を聞いて「安全に」掘削作業を進めることだ。ちきゅうに乗り込む約200人は、CDEX（地球深部探査センター）に所属する掘削や地質技術者、IODP加盟国の研究機関に所属する研究員、日本マントルクエスト株式会社（ちきゅうの運航を委託された会社）に所属する船舶や掘削の技術者と大きく３つに分けられる。この３つのグループを船上代表が束ねている。役割や立場により、乗組員の考え方もさまざまだが、そのすべての意見をきいて、安全に作業が進むように調整する。船に乗り込めば、作業のプランニングから人員の調整、オペレーションの管理と朝から晩まで休むことなく仕事が続く。ほんのすこしの調整ミスが大きな事故にもつながりかねないので、あらゆるところに気を配りながら、作業の進行を管理する。船上でおこるさまざまな状況を判断し、何かあれば即座に対応しなければならないという非常に責任の重い仕事だ。「何が起こっても回復できるように、できる限りの準備をしていますが、それでも予期しないことが起こります。常に緊張の連続です」と猿橋具和船上代表は話す。
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      	「ちきゅう」で作業、打ち合わせする猿橋代表

    

  


  　猿橋船上代表は、今まで世界の現場で石油資源掘削や海底光ケーブルの開発に関わってきた掘削のベテラン。この豊富な経験が、掘削の現場で重い責任を背負う力を身に付けさせたと言える。
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      	猿橋具和「ちきゅう」OSI（船上代表）

    

  


  あらゆる状況を想定し、対策を講じる


  　船上代表の役割は船の上だけではない。「研究航海が行われる全ての作業を事前に検討し、状況に応じてどんな装置が必要か考え、開発するのも大切な仕事です」と説明するように、安全に作業が進行するように、運航前に掘削の計画を細部にわたって練るのも重要な役割だ。ちきゅうでは、黒潮の強い潮流を受ける海域や、プラスチックが溶けるほど高温の海底熱水鉱床などさまざまな場所で掘削する。そのため、その場所や状況に応じた技術を開発したり、特別な部品をあつらえたりする必要がある。「状況に応じて方法や装置に工夫をすることが、掘削の新しい可能性につながります。とてもやりがいがあります」。


  　4月から行われる予定の東日本大震災震源域掘削計画は、水深7000メートルの海底下を1000メートル掘削する。科学掘削ではいままでに経験した事がない最大の深さだ。それゆえ、通常の掘削とは違う未知の課題がたくさんある。その課題を克服するため、対策を考えている。 「まず、懸念されるのはドリルパイプ（掘管）の使用限界です」。ドリルパイプとは鋼材でできた管のことで、このドリルパイプをちきゅうから7000メートルの海底まで下ろし、海底下を掘り進むさなければならない。ドリルパイプが海底に到達したところから、1000メートルを掘り進むが、水深が深くなればなるほど、潮流や波による船の振動のドリルパイプに対する影響が大きくなる。しかも7000メートル分のドリルパイプは相当重く、海底に接する一番下のドリルパイプにかかる重量は400トンにもなる。このような状況では、ドリルパイプの性能に限界がきて、損傷するかもしれない。ドリルパイプの耐久試験を行ったり、より強度の高いドリルパイプの購入を進めたりしているところだ。地下を掘り始めたとしても、地表より先は掘ったことがないので、地層が固いのかやわらかいのかもわからない。「あらゆる状態を想定し、対策を講じるしかありません」。 通常、掘削中の位置の確認は、ちきゅうに搭載される無人探査機から送られてくる映像を使う。しかし、無人探査機は水深3000メートルまでしか潜れないので、今回の掘削には使えない。そこで、Under Water TV （水中テレビ）を使うことにした。パイプに伝わらせてカメラを海底に送り、作業を確認する。あらゆる位置に移動できる無人探査機と違い、上下にしか移動できない水中テレビは視野も限られる。また、水中テレビを水深7000メートルまで下ろすのにも相当な時間がかかる。水中テレビの機能を改善するとともに、効率よく海底下に下ろせるような装置も開発している。「何より重要なのは安全に運航を行うことです」と4月の掘削出発前の準備にも余念がない。


  
    [image: 猿橋具和]


    
      	▲


      	取材協力：猿橋具和

      「ちきゅう」OSI（船上代表）

      地球深部探査センター(CDEX)

      運用室 掘削管理グループ サブリーダー

    

  


  関連リンク


  動画
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      	ちきゅうTV Vol.3 熱水海底下生命圏を調査！
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      	Behind the Scenes
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